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最 東 端 根 室 市 で

ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 運 営

・商品の８割は札幌からの仕入れ。

・発寒と石狩の物流センターから

　毎日（３６２日）配送している。

札幌　→　稚内　（300km）

札幌　→　函館　（320km）

札幌　→　羅臼　（450km）

会　社　紹　介0101

約430km



トラック不足と重い配送費からの

脱却

・根室までのトラック不足。

・配送費で数千万円。

地元の花咲運輸と相談。根室では台数も多かった。

当初は運転手からは不満がでていた。

→のちに漁獲量も減り、年間事業としての配送があ

ることが強みになる。

共 同 配 送 の き っ か け0202



最初は、荷物が出たら出

ただけ配送。その後年間

計画を作成、またそのデ

ータをもとにトラックの

大きさや台数も指定変

更、毎年見直し。

年間計画に合わせて発注

の増減は難しい。

→センターと現場を繋げ

て翌日、前日に荷物を振

り分け。

今年度は１台単価を上げ

て減便、休便もあり。現

場がある程度判断し、発

注を調整。

A B C
年間計画 積み込み調整 発注調整

1 0 年 間 の 工 夫0303



地域の課題

共同配送は必須共同配送は必須

全業種で取り組む全業種で取り組む

0404

特に根室、羅臼地域は危機的状況で、最悪経済は破綻。

荷主側の荷待ち・待機時間の削減、作業効率化、輸送費の上昇、

リードタイムの延長など、妥協点を考える。

荷受け・荷下ろし含め根室という地は労働時間が厳しく、共同配

送のポイントもそこになってくる。物流側だけではなく共同配送

側もいろいろと割り切る必要もでてくる。



T H A N K  Y O UT H A N K  Y O U
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